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１．概要 　

福岡市内を流れる二級河川樋井川において 2009 年

7 月に 1 時間に 96mm の豪雨が生起し、外水と内水氾

濫が発生した。さらに 2013 年にも福岡市中央区付

近が局所的な豪雨に襲われ、内水氾濫が発生した。

2009 年の洪水後結成された市民主導の樋井川流域

治水市民会議（以下市民会議）１）では、大学や行政

も協力し、福岡市長、福岡県知事へ、流域のあらゆ

る所に雨水を貯留する流域治水の概念を提唱し、個

人住宅、集合住宅、農業用ため池、学校、公共施設

などに雨水貯留することにより、1 時間 100mm の雨

のうち 40% をピークカットする事を提言している。

2014 年 3 月下旬には、水循環基本法、雨水利用促進

法が可決成立し、雨水の一層の有効利用が求められ

ている。さらに福岡県の河川整備計画とそれに基づ

いた樋井川水系河川整備計画（原案）が示されてい

る。前者によれば流域貯留をピーク流量の 10% 程度

見込んでおり、仮に雨水タンクによる各戸貯留をこ

れに充当するためには、各戸に数 10 トンの巨大なタ

ンクを用意して大部分の雨を貯留するか、あるいは

60mm 対応とすると 100 ㎡当たり 6 トン程度のタンク

を用い豪雨の前に排水する必要がある。市民会議に

参画する NPO 南畑ダム貯水する会と福岡大学渡辺研

究室が樋井川流域の住民の自宅等に 200 リットル

のタンク約 100 基を設置した洪水防止目的で配布し

豪雨前にタンクからの事前放流を依頼しても、29%

の住民しか実行していない事が分かった２）。

また 2013 年７月の花月川流域や、2013 年 7 月上

旬に福岡県で極めて強い豪雨が生起し、XRAIN が降

雨減衰により複数のレーダが同時に使用不可能にな

るという根本的な問題が露呈した。加えて平成 25 年

8 月 30 日 15 時に 1 時間 70.5 ㎜の豪雨が生起し、福

岡市の繁華街が軒並み内水氾濫した。この時のアメ

ダス福岡の 10 分間雨量の降雨波形をみると、14 時

10 分から 40 分までの 40 分間に 60.5mm が集中して

図１　XRAIN 豪雨減衰の例 ( 河川局 XRAIN Web)　 

２０１３年７月３日１２：２７観測

おり、その最大値は 14 時 30 分の 20mm/10 分である。

これは 1 時間あたり 120mm になり、福岡市の下水道

の排出能力である 1 時間 79.5mm を大幅に越えてい

る。このために排水が間に合わなかったものと推察

される。このことからも流域治水（各戸貯留）の必

要性がここでも示唆されている２)。本研究はこれら

の問題を解決するため、多数配置された雨水タンク

をスマート化し、無線等のネットワークで接続し、

図 2　１０分間雨量

アメダス福岡 2013 年 8 月 30 日

さらにインターネットで束ねる雨水グリッド（分散

型多目的市民ダム）を構築するために、まずは集合

住宅である福岡県糸島市内の荻浦ガーデンサバーブ

に設置された 110t の雨水タンクを可視化（見える化）
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することにした。屋根の面積が解れば雨量も計測可

能となる。

２．　雨水タンクのスマート化

第 1 段階として雨水タンクに投入式の水位セン

サーを設置した。㎜単位の精度を確保を目標とし、

16bitA/D 変換器を搭載した Arudino 基板を用い

た。1bit あたりの水位は約 0.18 mm と見積もってい

る。水位センサーノードで計測された水位データは

XBee モジュールで構成したメッシュネットを経由

して、ガーデンサバーブ内のゲートウエイを介して

サーバに送られる。サーバは Amazon Web Service の

Elastic BeanStalk 上の CakePHP であり、水位デー

タは図 3 に示すようにリアルタイムで、PC, スマホ

で Web 表示可能である。

３．　見える化（可視化）に関する意識調査

の興味があるからといって今回の見える化に対する

興味に影響したとは断定し難い。しかし興味の度合

いが増えたとした回答が 12 名のうち 10 名であった

ことから、見える化（可視化）の効果はあると思わ

れる。 

４．　終わりに

今後とも、雨水グリッドに関する啓蒙活動を続け

るとともに、事前放流システムの実証実験を近日中

に行いたい。
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図４  「今回の見える化（スマート化）は興味が湧き

ましたか？」の単純集計

図 3 水位データの Web 画面

Web 上での入力画面を作成し、アンケート調査を

試みた。画面作成はGoogle Driveを用いた。荻浦ガー

デンザバーブ内の住民にアンケートを実施した。ア

ンケートは管理会社を介して依頼し、１７戸のうち

１２戸から回答を得た。今回は、問５の「今回の見

える化（スマート化）は興味が湧きましたか？」と

いう回答に着目した（図４）。「大いに興味が湧いた」

から「全く興味がわかなかった」まで色々な反応が

あった。肯定的な反応が多かったが、否定的な反応

は「雨水貯留の有用性」や「見える化」の意義につ

いて十分な情報提供がなされていない可能性もあ

り、今後の課題が見えてきた。さらに問４の「元々

興味があったか」とのクロス集計を行い cramer の V

を求めた。その結果 V＝ 0.48 であったがサンプル数

が少なく埋まっていないセルがあることから、元々
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